要素技術シート(Java)


データと演算子

1 リテラル

整数型：
int　





longさらに後にL(l)を付ける

そのままの数

10進数(100)

(100l)

前に0(ゼロ)

 8進数(0100)

(0100l)

前に0x(0X)

16進数(0x100)

(0x100l)

実数型：(e,d,fは大文字可。)
float
　<基値>e<ベキ>f

<基値>.f

　1e2f,1e-2f

200.f

　double

　<基値>e<ベキ>

<基値>.

<基値>.<小数部>

　<基値>e<ベキ>d

<基値>.d

<基値>.<小数部>d

　1e2,1e-2

200.

　1e2d,1e-2d

200.d

  ☆コンパイルエラー

　float f = 1e2;

//リテラルがdoubleなのにそれをfloatに代入しようとしている。精度落ちのエラー


論理型：

boolean
　true,false

　文字型：

　char

　シングルクオーテーションで囲む、
　または’\uFFFF’のように４桁の16進数でユニコード指定

  注意：ユニコード指定はシングルクオートで囲む

　文字列型：（基本型ではない。クラスである。）

　String

　ダブルクオーテーションで囲む。クラス型だが、リテラルの代入でインスタンス化可能。

②演算子

<優先順>


単項（キャスト）＞二項＞三項＞代入(=)




算術＞シフト＞比較＞ビット＞論理　　（サン・シ・ヒ・ビ・ロン）
<結合則>

同一優先同士の演算子の間の優先度。

単項と代入は右から優先（右結合であるという。）


x=y=z;//y=z;x=y;と同じ。


-~x;　//-(~X);と同じ。

その他演算は左から優先（左結合であるという。）


x+y+z;//(x+y)+z;と同じ。

<オペランドの評価>(注：オペランド：演算されるもの)

式やメソッドがオペランドの時は演算される前に実行（評価）される。


f1()+f2();//はf1,f2を実行してからその和を返す。

例外&&と||。

　
&&は左オペランドがfalseなら右オペランドを実行（評価）しない。


||は左オペランドが true なら右オペランドを実行（評価）しない。

<単項演算子>

インクリメント／デクリメント(++/--)


b = ++a;//まずaを増やし、それからbへ代入。



b = a++;//まずbへ代入し、それからaを増やす。

ビット反転演算子(~)チルダー


int m=3 ;//binaryで0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0011


int n=~m;//binaryで1111 1111 1111 1111 1111 1111 1111 1100(-m-1=-4)


~m=-m-1

プラ・マイ(+/-)


+1,-(y+z)など。+は何の意味もないが書いてもコンパイルするのに問題ない。

否定(!)


boolean値を反転させる。!(true)はfalse

<二項：算術演算子>

* / % + - である。記憶しておくべき注意点は以下の通り。

· /が0除算例外を起こすのは左右オペランドが整数のとき。実数なら特殊な値が返る。
特殊な値とは以下のもの

Float.POSITIVE_INFINITY; 
Double.POSITIVE_INFINITY;
//∞

Float.NEGATIVE_INFINITY;

Double.NEGATIVE_INFINITY;
//－∞

Float.NaN;
Double.NaN;

//数でないもの、虚数が入る所など。

· %（割り算の余り）は実数や負数にも定義されている。
左オペランドで符号がきまり、左オペランドの絶対値から右オペランドの絶対値を繰り返し引いていって最後に残った値を符号付で返す。

-8%3;//-2
-8%-3;//-2
7.6%2.9;//1.8=7.6-2*2.9

· +だけはStringのオブジェクトを単純に加える機能（連結：concatenation）を持つ。
任意のクラスのオブジェクトはtoString()メソッドをもつが標準出力やエラー出力への引数の中で+されるとそのメソッドの戻り値を返す。ObjectクラスのtoString()を上書きしておくと意味のある文字列を返すことが可能。

・NaNは自分と比べてもfalse。(==だけでなく、< > <= >=のいずれの比較でもfalse)
　NaNかどうかの判定にはDouble.isNaN(double)、Float.isNaN(float)を使う。

<二項：シフト演算子>

<<　>>　>>>の３つ。チルダとともにIOポート関連のプログラムで多用される。

· 負数に対して新しいビットが0になるのは<<と>>>。

· L op R（Rは32で割ってから演算が評価される。
<二項：比較演算子>

== != < > <= >= instanceof

· == !=は参照型にも用いられるが、基本的にpointerの値の比較。
Stringなどでは文字列の内容比較に.equals()メソッドを使う。
Objectクラスの.equals()は==と同じ結果を返す。

· x instanceof Yは参照変数xが型Yのインスタンスであればtrueを返す。なおxが配列でYがObject型でもtrueを返す。

<二項：ビット演算子>

& | ^

・オペランドに数値またはbooleanを取れる。数値ならビットに論理積・和・排他(XOR)

オペランドがbooleanのとき。左右オペランドを評価してから以下の演算。

(a=true)

(b=true)
(a=true)

(b=false)
(a=false)

(b=true)
(a=false)

(b=false)

a&b
True
false
false
false

a|b
True
true
true
false

a^b
False
true
true
false

オペランドが数値のとき。２進数として各桁で論理演算をする。


  10
(1010)binary


   3
(0011)binary


10&3
(0010)binary
= 2


10|3
(1011)binary
=11


10^3
(1001)binary
= 9

<二項：論理演算子>

&& ||

· オペランドは常にboolean、左オペランドを評価して結果が決まるときは右のオペランドを評価しない

a&&b
aがfalseなら、(bはtrue/falseのいずれであろうと)結果がfalseである。



=>bを評価しない。

a||b
aがtrueなら、(bはtrue/falseのいずれであろうと)結果がfalseである。



=>bを評価しない。

<三項演算子>

?:（ハテナとコロンでワンセット）

(booleanの式)?(trueの戻り値):(falseの戻り値)


m=t<100?t:100;//t<100ならmにtを代入、t>=100ならmに100を代入。


<代入演算子(含、複合代入)>

= += -= *= /=

・次の例は重要


int x=10;


int x=10;


int y=x*(x=2);//20を返す。
Int y=(x=2)*x;//4を返す。


　


　   10  2


       2    2

Java要素技術シート





エスケープシーケンス


　\\	バックスラッシュ


　\n	改行


　\f	行送り


　\”	ダブルクオーテーション


　\’	シングルクオーテーション


　\t	タブ


　\b	バックスペース


　\r	復帰





 複合代入と暗黙の型変換


int k=3;


k+=3.2;


 コンパイラはこれを以下のように解釈する。


	k=(int)(3+3.2);//6がkに入る。
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